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論文審査結果の要旨 

本論文は、脳転移の放射線治療方法である全脳照射におけるフィールド・イン・フィー

ルド法 (FIF 法) の自動化に関するものである。脳転移の全脳照射において、従来の左右

対向 2 門照射法(従来法)では前頭葉や後頭葉に必要以上の線量が照射されてしまう領域 

(hot-spot) が生じてしまう。近年、FIF 法は、脳、乳腺の放射線治療に用いられており、

hot-spot を低減する有効な方法である。しかし、FIF 法の治療計画に必要な時間が増加す

る問題がある。FIF 法を自動計画することは、治療計画者の負担を軽減することができる

ため有用である。本研究では、hot-spot を自動的に 3 次元線量分布上で認識し、hot-spot

をブロックする照射野 (sub-beam)を作成する。FIF なしの治療計画である従来法の照射野 

(main beam)に sub-beam を加える。main beam と sub-beam の線量比を自動調整し、治療計

画装置 (TPS)上で FIF 法の線量分布を計算する。過去に従来法にて全脳照射を行った 22 症

例について本法の検証を行った。検証の結果は、FIF 法により、hot-spot の体積はターゲ

ットである計画標的体積 (PTV)に対して 0.1%以内で概ね消失した。FIF により PTV の 95 %

に処方される線量 (D95)や、PTV 内で処方線量の 95 %以上照射される体積(V95%)は、もとの

治療計画の D95、V95%に対して-0.4 ± 0.3 % (平均±1 標準偏差)、-0.2 ± 0.3 %であっ

た。自動の FIF 法の計画に要する平均時間は、41±21 秒 (平均±1 標準偏差)であった。

従って、本法の有用性が証明できた。本研究は、脳転移の放射線治療計画を半自動化する

臨床的意義が高い研究である。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


